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むうつ ま6(J)OiむL)
第19回いまかね雪まつりでの一こま。

雪まつり実行委員会の事業部のスタッフが、動物

の着ぐるみを身にまとい、自分たちで考えたストー

リーでユーモアたっぷりのショーをしたり踊ったり、

子どたちを喜ばせている。

写真はその動物たちの踊りに合わせ踊っている子

どもたち。 (2/17)



自治会・町内会連合会が

自治会連合会に改称

記
-
沼
安
幽
副
会

会長に久保田庄ーさん

今
金
町
自
治
会
・
町
内
会
連
合
会
で
は
、
少
子
高

齢
化
・
過
疎
化
に
伴
い
変
化
し
て
い
く
社
会
情
勢
に

対
応
し
、
町
民
に
よ
り
密
着
し
た
自
治
会
活
動
を
め

ざ
す
た
め
組
織
の
再
編
を
図
り
ま
し
た
。

団
体
名
は
自
治
会
・
町
内
会
連
合
会
か
ら
今
金
町

自
治
会
連
合
会
と

2
月

1
日
付
け
で
改
称
さ
れ
、
会

長
に
久
保
田
庄

一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
連
合
会
組
織
が
一
部
変
更
さ
れ
、

5
つ
の
部
会
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
に

-
地
区
連
合
会
組
織
が
一
部
変
更

こ
れ
ま
で
の

8
連
合
会
(
今
金
、
美
利
河
、
花
石
、

種
川
、
八
束
、
金
原
、
豊
田
、
神
丘
)
に
、
結
成
準

備
中
の
田
代
連
合
自
治
会
(
南
田
代
、
豊
受
、
南
豊

受
、
田
代
、
上
田
代
、
八
鈴
)
が
加
わ
り

9
連
合
会

と
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
種
川
連
合
自
治
会
に
、

住
吉
、
光
台
の

2
自
治
会
が
加
わ
り

ω自
治
会
か
ら

ロ
自
治
会
に
、
連
合
町
内
会
に
寒
昇
と
御
影
の

2
自

治
会
が
加
わ
り
日
町
内
会
か
ら
口
町
内
会
・
自
治
会

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
の
住
民
自
治
活
動
の
中
心
は
、

連
合
会
が
母
体
と
な
り
活
動
し
ま
す
。

地
区

-
新
組
織
に
5
つ
の
部
会

新
し
い
連
合
会
に
は
事
業
達
成
の
た
め

5
つ
の
部

会
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
推
進、

粗
大
ゴ
ミ
収
集
事
業
、
春
と
秋
の
環
境
美
化
運
動
な

ど
を
行
っ
て
き
た
今
金
町
衛
生
委
員
会
が
環
境
衛
生

部
会
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が
各
自
治
会
・
町

内
会
か
ら
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
て
き

た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー
部
会

が
中
心
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
安
全
部

会
、
保
健
福
祉
部
会
、
女
性
部
会
に
つ
い
て
も
今
後
、

部
会
を
中
心
に
活
動
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

• • 
線
健
福
祉
部
会

(
部
長
・
田
中
義
雄
)

健
康
で
心
豊
か
な
ぬ
く
も
り
あ
る
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
、
住
民
の
自
主

的
か
つ
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
や
助
け
合
い
支
え
合
い

の
地
域
社
会
形
成
を
推
進
す
る
。
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E司

岡
剛
剛
闘
一
(
部
長
・
佐
藤
千
恵
子
)

A‘ ~ 連
内会・自治会)

A 
:gr 2・仏

，ロ

7 3町

フ
.ラ
ワ
l
副

会
一
(
部
長
・
竹
内
正
夫
)

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
町
、
つ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な

活
動
に
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進

す
る
。

自金町
(9連合会・

A .， 

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
活
動

に
よ
り
、
女
性
の
積
極
的
な
参
画
を
推
進

す
る
。

環
境
衛
生
剖
U
A

E

(

部
長
・
本
間
行
雄
)

清
潔
で
環
境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
積
極

的
な
活
動
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
リ

サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
活
動
を
推
進
す
る
。

安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な

活
動
に
よ
り
、
交
通
安
全

・
防
犯
・
青

少
年
健
全
育
成
な
ど
地
域
安
全
活
動
を
推

進
す
る
。
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労
者
と
し
て
表
彰
受
け
る

渡
部
祐
治
さ
ん
(
満
位
歳
)

袷
山
管
内
の
地
方
自
治
の
新
興

発
展
に
寄
与
し
た
自
治
功
労
者
と

し
て
、
字
今
金
引
番
地
の

9
に
在

住
し
て
い
る
今
金
町
議
会
議
員
の

渡
部
祐
治
さ
ん
が
、
槍
山
支
庁
長

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
式
は
1
月
日
目
、
袷
山
支

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
都
合
に

よ
り
出
席
で
き
な
か
っ
た

た
め
過
日
役
場
に
お
い
て

村
本
町
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
昭
和
問
年

5
月
に
今
金
町
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
7
期
目
と

な
っ
た
現
在
に
至
る
ま

で
、
議
会
運
蛍
副
委
員
長

を
始
め
、
民
生
福
祉
常
任

委
員
長
を
歴
任
し
住
民
の

福
祉

・
生
活
の
向
上
を
願

い
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
引
年
に
は
全

国
議
長
会
、
全
道
議
長
会
、

今
金
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
金
町
農
業
委
員
会
、
今
金
町

農
業
協
同
組
合
、
今
金
土
地
改
良

区
の
分
野
が
異
な
る
農
業
関
係
団

体
役
員
に
よ
る
3
者
合
同
懇
談
会

が
2
月
9
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
「
力
強
い
今
金
成

業
を
目
指
す
た
め
の
振
興
方
策
に

つ
い
て
」
を
テ
l
マ
に
、
「
農
業
経

営
体
質
強
化
方
策
に
つ
い
て
」
「
段

畜
産
物
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上

方
策
に
つ
い
て

(
B
S
E
対
策
)
」

3
者
の
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
3
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

討
議
終
了
後
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
が
、
「
今
金
町
の
生
産

物
に
対
し
ど
う
付
加
価
値
を
高
め

て
い
く
か
」

「成
業
の
大
規
模
化
や

共
同
化
」
「
担
い
手
対
策
」
な
ど
今

後
の
成
業
経
営
に
対
す
る
意
見
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

• 

d 

• 
清流保持には、森林保護と生

活排水を減らす努力が必要!

な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
な
が
ら
詳
し
く
説

明
し
「
今
金
町
の
民

有
林
は
l
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
の
森
林
率

は
全
道
平
均
よ
り
l

割
ほ
ど
低
く
、
森
林

が
貧
弱
で
あ
る
」
と

し
、
緑
に
固
ま
れ
た

自
然
些
か
な
町
と

思
っ
て
い
た
私
た
ち
に
と

っ
て

は
、
意
外
な
事
実
を
知
ら
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
今
後
、

後
志
利
別
川
が
い
つ
ま
で
も
清
ら

か
な
川
で
あ
る
た
め
に
、
森
林
保

護
や
植
林
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
川
を
汚
す
原
因
の

6

割
と
さ
れ
る
生
活
排
水
の
こ
と
に

も
ふ
れ
、
洗
濯
洗
剤
の
減
量
や
油

類
を
流
さ
な
い
な
ど
家
庭
で
で
さ

る
こ
と
と
し
て
話
し
て
い
ま
し

た
e

平
成
日
年
度
か
ら

一
部
供
用

開
始
と
な
る
下
水
道
へ
の
加
入
な

ど
が
生
活
排
水
対
策
の
効
果
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
れ
ま
で
後
志
利
別
川
は
、
国

土
交
通
省
が
全
国
の

1
級
河
川
を

対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る
水
質
調

査
で
、
昭
和
白
年
度
か
ら
平
成
6

年
度
ま
で
の
聞
に

4
年
連
続
を
含

む
5
度
、
そ
し
て
平
成
は
年
度
に

は
6
年
ぶ
り
に
再
び
消
流
日
本

一

と
な
っ
て
い
ま
す
。

清満保護講演会

後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

(
会
長
・秩
元
寿
)
で
は
、
後
志
利

別
川
を
清
流
と
し
て
維
持
し
て
い

く
た
め
、
北
海
道
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
に
よ
り
2
月
は
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
森
林
の
植

物

・
生
態
、
機
能
な
ど
が
専
門
分

野
の
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、

五
十
嵐
恒
夫
氏
が
講
師
と
し
て
派

遣
さ
れ
「
よ
み
が
え
っ
た
清
流
、

利
別
川
を
保
持
す
る
た
め
に
は
」

と
題
し
た
講
演
会
に
は
約

1
0
0

人
が
聴
衆
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

同
氏
は
、
森
林
の
果
た
す
役
割

ク
ト
メ
ー
ル

の
安
全
性
を

ま
た
、
「
国
の
構
造

改
革
や
不
況
に
よ
る

公
共
事
業
減
少
の
た

め
、
農
業
以
外
の
収

入
が
減
り
農
業
だ
け

で
食
べ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
農
業
者
を
取
り
ま
く
環

境
は
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
憎
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

B
S
E
に
つ
い
て
は
、
「
生
産
現

場
を
無
視
し
た
国
の
無
責
任
な
発

言
に
よ
る
風
評
被
害
は
大
変
大
き

い
」
行
政
な
ど
に
頼
ら
ず
、
自
分

た
ち
で

B
S
E
の
安
全
性
を
P
R

し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
検
討
に
よ
り
、

農
業
協
同
組
合
、
農
業
委
員
会
、

土
地
改
良
区
、
農
民
連
盟
の
役
員

が
お
金
を
出
し
合
い
、
今
金
町
産

牛
肉
の

B
S
E
に
対
す
る
安
全
性

を
町
外
の
知
人
や
友
人
に
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
で

P
R
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、
牛
肉
の
消

費
拡
大
の
た
め
、
牛
肉
料
理
を
囲

み
懇
親
を
深
め
た
そ
う
で
す
。

BSE=牛海綿状脳症

牛の脳に空洞ができ運動神経が冒され四

肢の自由がきかなくなり死に至る病気です。

後志利別川河川愛護モヱターを募集

• • 
満20歳以上の方

4 委嘱方法と任期、募集人員

後志利別川河川愛護モニターは函館開発建設部長よ

り委嘱。任期は平成14年4月l日から平成15年3月31

日まで。募集人員は l名。

5 報酬

平成13年度は月額2，320円。平成14年度も同程

度の予定。

6 応募方法

(1) 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

辻
知
子
さ
ん
が
再
委
嘱

児
童
・生
徒
の
い
じ
め
、
体
制
、

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、

不
動
産
、
登
記
、
相
隣
関
係
等
、

身
近
な
法
律
問
題
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
辻

知
子
さ
ん
が
平
成
凶
年
2
月
l
日

付
で
法
務
大
臣
か
ら
再
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
一
切
秘
密
が
守

ら
れ
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

今
金
町
字
今
金
1
7
5
番
地
の

l

辻

知

子

宮

2
0
0
0
2

次の事項を記入の上、平成14年3月20日までに官製は
がき又はファックスにて応募先に送付願います。

・氏名 ・年齢 ・性別 ・住所 ・電話番号・職業・

所属する団体等があればその組織名と役職 これまで

に自治会等の地域に密着した活動へ参加した経験・活

動範囲の希望 ・応募理由、後志利別川の感想、要望な

ど ・過去の河川愛護モニターの経験

・応募、問い合わせ先

0函館開発建設部今金河川事業所
干049-4308 瀬棚郡今金町字今金414-7 

'5'01378 -2 -0041 似01378-2 -2164 

函館開発建設部では、沿川住民の方々の協力の下で、

河川整備、河川利用又は河川環境に関する地域の要望

を十分に把鐙し、地域との連携をさらに進め、あわせ

て河川愛越のJ思惣の普及及び河川の適正な維持管理に

資するために河川愛殻モニター制度を実施してまいり

ました。

l 活動内容

・近隣の方々から河川管理、河川利用等に関する特

段の要望を認めた場合

・河川環境が損なわれる、あるいは河川利用上の隙

容となるような事象を認めた場合

・ごみ等の投菜、河川の流木や施設等について、異

常を発見した場合

.特に河川管理者に連絡することが必要と認められ

る場合

2 活動範囲

後志利別川トマンケシナイ川合流点上流から上ハカ

イマップ川合流点上流まで

3 応募資格

後志利別川に接する機会が多く、河川愛護に関心を

持ち、上記 lの活動内容を実行できる活動力を有する

Cむ



財
団
法
人
北
海
道
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
振
興
協
会
と
今
金
町
が
主
催

す
る
、
第
引
回
北
海
道
障
害
者
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
今
金
町
の
ピ

リ
カ
ス
キ

l
場
、
ピ
リ
カ
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ス
を
会
場
に

2
月
同
日
・

円
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
道
南
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今金町から出場した選手の成

績は次のとおりです。

(敬称略)

1位

4位

1位

敢闘賞

困亙霊園
Bクラス(SOOm)

視覚2 浜田郁夫(男)

肢体 1 加藤俊，台(男)

知的10 橋本和典(男)

" 石爆則光(男)

この大会は、障害者が冬季ス

ポーツを通じて健康な心身の

維持・強化を図り希望と勇気

を持って社会に参加するとと

もに、道民の共感を呼び起こ

させノ マライゼ ションの

理念の浸透を図ることを目的

として行っています。

第
包
囲
北
海
道
障
害
者

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

In 

い
ま
か
ね

大
会
に
は
全
道
各
地
か
ら
1
4

7
人
が
参
加
。
各
障
害
区
分
ご
と

に
大
回
転
競
技
距
離
競
技
が
行

わ
れ
障
害
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い

選
手
の
果
敢
な
す
べ
り
に
、
視
か

い
声
援
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し

た。
附
会
式
は
凶
目
、
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
、
大
会
長
の
村
本
町
長

が
今
金
町
を
会
場
に
開
催
で
き
た

喜
び
を
語
り
、

中
野
議
会
議
長
か

ら
は
歓
迎
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
名
誉
大
会
長
で
あ
る
堀

知
事
の
代
理
で
出
席
し
た
保
健
福

祉
部
の
片
平
福
祉
局
長
か
ら
「
地

元
の
方
々
と
交
流
を
深
め
、
思
い

出
の
多
い
素
晴
ら
し
い
大
会
に
し

て
く
だ
さ
い
。
」
、
副
名
誉
大
会
長

で
あ
り
主
催
者
で
も
あ
る
財
団
法

人
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
会
の
佐
竹
会
長
か
ら
「
今
回
の

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん

の
中
か
ら
、
将
来
、
一
人
で
も
多

く
の
パ
ラ
リ
シ
ビ

ッ
ク
選
手
が
誕

生
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た。
こ
の
大
会
運
営
に
は
、
昨
年
蘭

越
町
で
行
わ
れ
た
大
会
後
か
ら
、

各
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

か
ら
協
力
を
得
な
が
ら
会
議
・
準

備
を
重
ね
約
3
0
0
人
が
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

• • 
企持場太鼓保存会

Vボランティアの方々 によ
る手料理は大!!I'1t評だった.
カレ は前日から仕込み作
車をしていたそうです.

位

位

位

位

位

位

位

位

位

1
1
内

ζ

q

u

A
崎

1
1
内
ノ
h

内

6
1
l
n
ζ

砂夕食会 主流会の各テブルを奪

やかにした和紙人形.(今金よさこい
ソーラン慎楽部がモデル)

• • 大会へのご協力ありがとうございました。 I

司

今金法i協青年部

今金 UlT 4 H ク ラブ

今金町スキ一連盟

今金町歩くスキークラブ

今金 町 ス キー少年団

今金町ライオンズクラブ

今金 町 手話の会

北建 考 2010の会

(株)クアプラザピリカ

美 利河 自 治 会

今金 山]日赤 奉 仕団

ひまわり

今金 町 立今金 中 学校

北海道槍山北高等学校

今金町女性団体連絡協議会

今金 PIT商工会女性部

今金股協女 性部

今金 町母子 会

今金町青年団体連絡協議会

今金町商工会青 年部

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

勺
4

q

d

A
崎

円

。

7
t
a
u
-
-
q
L
q
u
t
t
内

ζ

q

u

A
崎

氏
ベ

V
1
1

位

位

位

位

1

2

1

2
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0 稗…lは財岬ま#坤和…日
次J邦期q明i開催t地世である上川支庁管内和寒岡町Iの弘
鈴木助役に大会旗が委託されました。

そして感動をありがとう

1位

4位

勇気と希望、

国軍冨E
E互豆亘回
知的14① 鈴木東次郎(男)

薮中数夫(男)

辻 絡男(男)

金子 敏(男)

松永一夫(男)

藤島克吉(男)

斉藤友彦(男)

知的14③ 浅倉好子(女)

藤島康子(女)

E 豆亙回
知的14① 高野定晴(男)

庭田祐亮(男)

松田拓也(男)

秋田優介(男)

悶辺幸司(男)

川村大輔(男)

小板卓広(男)

白山光雄(男)

福田勇也(男)

小林紗耶花(女)

吉田沙由美(女)

西口あきほ(女)

堺理江子(女)

小野里香(女)

肢体19② 吉田知美(女)

匡互7;;<'(lOOOm)1 
知的14① 岡田伸広(男)

表神明輝(男)

知的14② 石山美津子(宜)

飴谷のぞみ(女)

巨互7;;<'豆]()()m)1
知的14 中川康司(男)

害舎優人(男)

園陸iト a 

;議.-r

旬、

知的14②

" 

" 
" 
" 

知的14②

知的14③

" 
" 

の



A リ
-闘王監.:回目凹=・・いまかaa竃まつり第，.固

今
年
で
刊
回
を
数
え
る
い
ま
か

ね
雪
ま
つ
り
が
今
金
観
光
協
会

(
会
長
・
水
野
進
)
の
主
催
で
今
金

小
学
校
向
か
い
の
ふ
れ
あ
い
広
場

を
会
場
に

2
月

9
日
・
同
日
の

2

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た。
実
行
委
員
長
と
な
っ
た
佐
藤
政

巳
さ
ん
を
中
心
に
広
報
部
、
事
業

運
営
部
、
会
場
部
、
雪
合
戦
部
の

各
部
が
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た。
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
暖
気
と

雨
の
影
響
で
製
作
し
た
雪
像
が
溶

け
、
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
卜
で
覆
う
雪

像
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

各
製
作
団
体
も

8
日
の
前
夜
祭
ま

で
雪
像
の
手
直
し
を
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
苦
労
が
あ

っ
た

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
、
苦
労
も
一

転
。
開
催
当
日
は
前
日
ま
で
の
暖

気
が
う
そ
の
よ
う
な
寒
さ
。
そ
ん

な
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
子
供
た
ち

の
声
が
、
会
場
内
に
あ
る
す
べ
り

台
の
雪
像
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た。
9
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
原
画

を
担
当
し
た
今
金
中
学
校
美
術
部

の
部
員
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。雪
像
を
製
作
し
た

M
団
体
の
代

表
と
し
て
、
自
治
会
で
唯
一
参
加

， 

It '. 

子どもたちには すべり台があ

れば十分です.

し
て
い
る
種
川
連
合
自
治
会
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ッ

ト
曲
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
な

ど
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
言
葉
に
替

え
て
歌
う
、
嘉
門
達
夫
さ
ん
の
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
内
か
ら

ど
っ
と
笑
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。凶
日
に
は
、
事
業
部
に
よ
る
着

ぐ
る
み
シ
ョ
ー
や
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー

-
シ
!
の
ペ
ア
宿
泊
券
や

ゲ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
が
当
た
る

大
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
抽
選

会
に
は
事
前
に
購
入
し
た
ビ
ン
ゴ

カ
I
ド
を
真
剣
に
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

0
0
0
 

4雪像製作団体を代表し、種

川連合自治会に感謝状が手渡

された

学中金ム寸たし作集巾を画原
員

の

部

-
一
の

句

タ

部

情

ス
術

f

ポ

美
企
校

企 8日の前夜祭に、魂入れをする実行委員

It • 
平
成
雪
合
戦
は
、
昨
年
ま
で
檎
山

管
内
の
チ

l
ム
を
対
象
に
過
去

5
回

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
壮

瞥
町
の
雪
合
戦
大
会
本
部
の
要
請
を

受
け
、
渡
島
管
内
の
チ
ー
ム
を
含
め

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

1
日
で

行
っ
て
き
た
日
程
も
、
チ
ー
ム
数
が

増
え
た
こ
と
か
ら
9
日
・

間
日
の

2

日
間
に
わ
た
り

3
コ
l
卜
を
使
用
し

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
名
も
渡
島
・

槍
山
大
会
と
改
称
し
、
渡
島
管
内
か

ら

4
チ

l
ム
、
槍
山
管
内
か
ら

は

チ

l
ム
が
参
加
、

2
月
お
目
、

M
日

に
壮
瞥
町
で
行
わ
れ
る
第
は
回
昭

和
新
山
国
際
雪
合
戦
へ
の
出
場

権
を
賭
け
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

惨厚沢部太股山チームの3連覇

を阻み憧勝した北槍山町役場

チーム

出場権を獲得したのは次の6チーム

O優勝北槍山町役場(北檎山町)
O準優勝厚沢部太鼓山(厚沢部町)
O第3位今金火の用心{今金町)
0第4位なんてったってCA B (函館市)
O第5位 厚沢部真夏の雪合戦(厚沢部町)
O第6位今金火消し(今金町)

司

HFt
 

&
H
4y 

hv
試
合
よ
り
控
れ
る
。

話
玉
づ
く
り

Cむ
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姐4周から、裁定詰求書の提出先が変わります

• 
地方分権一括法の施行により国民年金事務の見直しにより、平成14年 4月か

ら、国民年金に関する事務の 部が町の事務から国の事務へと変わります。@ 
コ遺族基礎年金ぞ，障害者基礎年金1コ老齢基礎年金モ

「
今
金
町
の
ょ
い
と
こ
ろ
」

遺族基礎年金の裁定請求書は、

平成14年 4月から、死亡日が第3

号被保険者期間にある場合は、社

会保険事務所へ提出していただ

くこととなります。

死亡日が第 l号被保険者期間

にある場合は、従来どおり役場町

民課年金係へ提出していただく

ことになります。

|障害者基礎年金の裁定詰求書

は、平成14年 4月から、初診日が

第 3号被保険者期間にある場合

は、社会保険事務所へ提出してい

ただくことになります。

初診日が第 l号被保険者期間

にある場合は、従来どおり役場町

民課年金係へ提出 していただく

ことになります。

老齢基礎年金の裁定請求書は、

平成14年 4月から、国民年金の第

1号被保険者期間のみではなく

国民年金の第3号被保険者の期

間もある場合は、社会保険事務所

へ提出していただくことになり

ます。

年金の加入期間が第 l号被保

険者のみの場合は、従来どおり役

場町民課年金係へ提出していた

だくこととなります。

， 

⑩ 

⑩ 

こ
え
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
フ
レ

ン
ド
リ

l
ラ
イ
ブ
や
秋
ま
つ
り
、

あ
る
く
ス
キ

l
大
会
な
ど
で
た
い

へ
ん
お
せ
わ
に
な
り
、
町
民
の

方
々
の
え
が
お
や
や
さ
し
さ
に
ふ

れ
か
ん
し
ゃ
の
き
も
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

卒
業
し
て
も
、
こ
の
、
た
い
す
き

な
今
金
に
す
ん
で
い
ろ
ん
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
ん
ご
も
お
せ
わ
に
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

産
業
科
三
年
飴
谷
の
ぞ
み

「
今
金
町
の
い
い
と
こ
ろ
」

た
い
へ

い
つ
も

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

産
業
科
三
年
西
口
あ
き
ほ

私
が
、
初
め
て
今
金
町
に
き
た

の
は
、
入
学
前
の
秋
で
す
。
印
象

は
、
た
て
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
デ
・
モ

l

レ
ン
を
見
て
、
函
館
に
な
い
か
ら

今
金
の
シ
ン
ボ
ル
な
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
入
学
し
て
か
ら
、

マ
ラ
ソ
ン
で
学
校
の
ま
わ
り
を • • 《第3号被保険者》

厚生年金や共済組合に加入してい

る被保険者に扶養されている配偶
者で20歳以上60歳未満の人

《第 1号被保険者》

日本圏内に住所のある20歳以よ60
歳未満の人。つまり、自営業者、農林

漁業従事者、学生など

'!%~ 

/ 
陥
一叫
白
紙

雲

山
開
蜘
割~町

町Il、北槍山町
日本務の荒滋にもまれて育った

美味しい 『新成産カキ』

卜¥寒い冬も体の芯から隈まる禍泉は最高です
ね.
心と体をいやし、リフレッシュLてみませ
んか。
.日師り入浴料/大人360円・大人(中学生)
310円中人150円小人(6歳未満)無料
.宿泊料/大人5.950円・大人(中学生)5.800 
円・中人5.380円・小人'1.850円
※11月1日-4月30日の|聞は矧Ii主暖房料と
して310円が加算されます.
・問い合わせ先/八雲町商工観光労政課
百01376-2-2111 内棉342
・予約/町営温県おぽ乙荘 '5'01376-3-3123 

カキフライ、カキ酢、カキ鍋...
ごはんでもお酒でもお好みに合わせて.
栄華満点ぷっくり太った北楠山町新成産カキ
をご賞味ください。

-価格/1kg(約8個)500円(消世税込み)
・地方発送もいたします。 (3月上旬から出
荷予定)
・問い合わせ先/ひやま漁業協同組合瀬棚
支所太他出張所 百01378-6-0310
・木村m植さん '5'0 [378-ij-0 155 
耳西勉さん 官01378-6-0233

町棚瀬
ついに発売開始!

吟!!fj箔 『花坦み」室生パージ司ン

3月3日より、今年の新米(アイガモ袋詰に
より栽培)で醜造した瀬棚町特産吟醐酒 「花壇
み」の生生パージョン日開制限定非加!然処理)が
発売開拍されます@時間をかけてじっくりと回
出した吟醸酒「花壇み」を皆さんぜひご賞味く
ださい。先に克売している純米酒 『時子物栢」生
生パ ジョンと合わせどちらも町内の各酒販
庖で購入することができます.また地方尭送も
承りますのでお土産やこ問答にもぜひご利用
闘います。
.価終/ C花壇1みJl. 8'~ Z 入3.000 円、 720 'リ ~I 入
1同O円
・問い合わせ先/瀬棚町酒販匝組合(事務局
同工会)nOI378-7-3拍5

No.， 41 話量コリドー側約トワーワ情報

• • 安全が確認された牛肉だけが
消費者の皆さんに届く仕組み
になっています

走
っ
た
り
、
買
い
物
を
す
る
時

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
い
っ
ぱ
い
さ
い

て
た
り
、
畑
が
あ
っ
た
り
し
て
、

の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
、
今
金
に
住

ん
で
か
ら
、
秋
祭
り
の
夜
庖
を
見

学
し
た
り
、
み
ん
な
で
山
車
を

引
っ
ぱ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
金

町
の
人
は
、
み
ん
な
や
さ
し
い
人

が
多
か
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
今
金
に
住
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

t耳、

大成町
国民宿舎 fあわび山荘』

熊石町
固民宿舎 『ひらたない荘』

長万部町
~長万部町ポイントガイド~
学習文化センター

スーパーなどには、いろいろ食品が販売されています

が、その中でも圏内産の牛肉については、平成13年10月18

日からすべての牛について検査し、検査に合格したものの

みが食肉として販売されておりますので、安心してお召し

上がりください。

レノ

貝取澗渓谷の雄大な自然に抱か

れているようなおもてなし、温泉

と美味しい郷土料理で心も体も

ゆったりとリラックスできるひと

ときをお約束します。

.場所/大成町字貝取澗

.宿泊料/7，100円 あわび鍋な

どの特別料理もあります。

・問い合わせ先/

あわび山荘 '5'01398-4-5522 

お腹も満腹、心も満足。あわびの皇
の国民宿舎「ひらたない荘J一泊二食
(税込み)

・アワビフルコース(アワビ料理10
品)13， 960円
.スッポンフルコース(スッポン料理
6品)10， 960円
.ふるさと御膳コース(アワビ料理7
品川， 060円
・問い合わせ先/ひらたない荘
恒例308-2-3330

5万1111以上の空}籍類、2千本以上のビデ
オテープ等を笠宮に揃えた!ZI~~館やAV
室、最新設備を誇る多目的ホールを仙え
ています。図:Q}館は無料となっています
のでお立ち寄りください。
.場所/温泉町(センタ一通り)
.時間/午前10時~午後6時
[日曜日は午後5時まで〕

・休館日/月雌日祝祭日(ただし、文化
の日は除く)
.問い合わせ先/学習文化センタ
'1¥'01377-2-5757 

N 

さらに、食卓に上がるものがどのように生産され、届け

られたかが分かるような仕組みづくりを、国、道、農業団体

などが一体となって進めています。

鐘参北海道BSE対策本部

本部長磯田憲一

00 

私
が
、
は
じ
め
て
今
金
に
き
た

時
の
か
ん
そ
う
は
山
に
か
こ
ま
れ

て
自
然
い
っ
ぱ
い
の
町
で
空
気
が

と
て
も
き
れ
い
で
、
お
い
し
い
と

お
も
い
ま
し
た
。
ま
た
お
い
し
い

パ
ン
や
さ
ん
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

き
に
い
り
ま
し

た
。
ど
こ
の
パ
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町

卒
業
後
も
ず
っ
と
す
ん
で
み
た
い

と
お
も
い
ま
し
た
。

町
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に
、
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一

年
金
相
談
日
の
ご
案
内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と
き
V
3
月
M
日
同

午
前
9
時
1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
は
時
∞
分
1

1
時
ま

で
昼
食
)

。
と
こ
ろ
V
役
場
3
階
大
会
議
室

。
相
談
員
V
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員《
役
場
1
階
町
民
諜
年
金
係》

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法
律」の一部が5月30日(予定)から施行されます

平
成

M
年
度
固
定
資
産
台

帳
の
縦
覧
期
間
の
ご
案
内

平
成
M
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
(
地
方
税
法
第
4
1
5

条

1
項
の
規
定
に
よ
る
)
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
縦
覧
期
間

V
3
月
1
日
1

3
月
幻
日
ま
で

V
午
前
8
時
羽
分
1
午
後
5
時

日
分
ま
で

(土
・日
曜
日
・祝
日
を
除
く
)

-
縦
覧
場
所
役
場
l
階
税
務
課

ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
北
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
一
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時
V
3
月
日
日
同

午
後
l
時
1
午
後
5
時• • 

てきちんと説明を受けます。

②分別解体の届出を北海道知事に提出します。

③工事契約時に分別解体等の費用を明記しその

費用をきちんと支払います。

④請負業者から再資源化等の完了報告を受け、

きちんとリサイクルされたかチェックします。

届出が必要な工事(予定)は次の工事になります

・建築物の解体床面積 80m以上

・建築物の新築床面積 500ぱ以上

・建築物の修繕、模様替 1億円以上

・その他工作物に関する工事 500万円以上

住宅の解体工事には「分別解体の届出」が必

要になります。

-法律に関するお問い合わせは

北海道建設部建築指導課まで

fiOIl (231)4111 (内線29-464)

のぼっています。

この建設廃棄物の処理をめくeって不法投棄や最

終処分場の不足など様々な問題が発生していま

す。

このため、建物を解体する業者に

建設廃棄物を分別しながら解体し、

これをリサイクルすることが義務

付けられました。

建設廃棄物は、年間約

8， 000万トンも発生して

います。これは、産業活動で

発生しているゴミの約2割、

家庭ゴミの約1.5倍もの量に

V
3
月
7
日
附

午
前
9
時
1
正
午
ロ
時

V
4
月

3
日
同

午
後
l
時
1
午
後
5
時

V
4
月
4
日
同

午
前
9
時
i
正
午
口
時

。
連
絡
先
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職
業
相
談
室
]
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3
月
は
道
税
の
納
税
推
進

強
調
月
間
で
す

道
で
は
、

3
月
を
道
税
の
納
税

推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
滞
納
整

理
を
実
施
し
ま
す
。

ま
だ
、
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

道
税
は
、
道
が
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で

す
。
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
税
に
付
い
て
の
ご
相
談
は
、

槍
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
納
税
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(8
0
1
3
9

5

2

 

1
0
1
0

内
線
2
3
6
1
)

ま
た
、
道
税
に
関
す
る
お
問
い

注)施行 日と対象建設工事の規模に関する政令が

が公布されるまで(予定)とする。家主の方には次のような役割があります。

①請負業者から分別解体等の計画の内容につい

lクアプラザピリカ全館休業のお知らせ.

一一一||仁一一メンテノます。

・日程 4月8日[IJIIiJ日州、illl日(村

合
わ
せ
は
、
道
税
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

で
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

(
E
F
F
司

¥
¥
若
者
宅

百
円
。
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E
O
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』
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」一)
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屋
根
の
雪
や
氷
は
、
日
中
の
気

一
温
が
上
昇
す
る
午
前
日
時
頃
か
ら

一
午
後
2
時
頃
に
か
け
て
最
も
落
ち

一
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者
や
小

一
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
保
護
者
の

一
方
は
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

一
て
く
だ
さ
い
。

一
①
屋
根
の
雪
や
氷
が
落
ち
や
す
く

一
な
っ
て
い
る
屋
根
の
軒
下
は
、
で

き
る
だ
け
通
行
し
な
い
よ
う
に
し

一
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
通
行
し

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
十

一
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
②
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
屋
外
で
遊

一
ば
せ
る
場
合
に
は
、
お
子
さ
ん
が

一
軒
下
で
遊
ぶ
こ
と
が
絶
対
に
な
い

一
ょ
う
、
保
護
者
の
方
は
気
を
つ
け

一
て
く
だ
さ
い
。

@ 

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

お
早
め
に

平
成
日
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
は
3
月
日
日
凶
ま
で

で
す
。申
告
期
限
間
際
は
税
務
署
が
大

変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
書
等
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
税

務
署
の
窓
口
や
郵
便
で
早
め
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
税
務
署
の
申
告
相
談
会

場
に
お
越
し
の
際
に
は
、
印
鏡
、
前

年
の
確
定
申
告
書
等
の
控
え
、
使

い
慣
れ
た
「
計
算
器
具
」
や
「
筆
記

具
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
(
平
成
同
年
度
分
の

確
定
申
告
書
)
か
ら
、
所
得
税
の
碓

定
申
告
書
が
、新
し
く
な
り
ま
し

た
。
申
告
書
に
ご
記
入
い
た
、
νた
い

た
文
字
や
数
字
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
直
接
読
み
と
り
ま
す
の
で
、

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に

丁
寧
に
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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• • 
社会福祉協議会だより 1114・2・10
出光の星学園、 ~持倒、社会福祉協世話会への多額のこ・
寄付、ご厚意ありがとうございました。(敬称略)

《長野県》 青 オミ 手日 子
士ロ 田 平日 男 キナ 上 実
ι草川市》 主計 木 心C細

伊 I事 百合 子 石 塚
《帯広市》 杉 山 青 果

木 下 雅 出召 日本キリスト教団
《札幌市》 利叩l教会
池 凹 克 彦 今金オート附
高 松 江 久保田 実
片ー 岡 洋 附佐藤商広今金官業所
《函館市》 佐藤幸正
石 J主 1伝 中 H 恭 子
《島牧村》 今金民謡研友会
内 藤 究 大 松 春 男

《八雲町》 長谷川 キヨシ
HB 吉日 喜 久子 本 回 1古 勝
《長万部町》 今金へルパー友の会
出 yド Y古 子 坂 本 光 子
《瀬棚町》 杉 内 秀 次
紺l 111 ミドリ 1長 針 卜 ン

《北櫓山町》 ホう〉ティ7rひまわり」
細 111 秀 平日 回 高 子
北槍山町御詠歌一同 阪 爪 ハルエ
《今金町》 向 井 t苦 )主
西 !llF 恒 幸

渡
島
と
槍
山
の
釣
り
人
交
流
会

「釣り人のみなさIuゐ通瓦七日頃感じていることを釣

!り人同士で話し合う場、渡島と檎山の交流を図る場とし

て「渡島と槍山の釣り人交流会」を開催します。

渡島・柏山の釣り人、遊漁船業者、釣具庖などの方々の

参加をお待ちしております。

西田豊忠氏(西図式ブラ一考案者)

藤本靖氏(北海道スポーツフィツシング

協会会長)

北海道大学大学院水産科学研究科

発生遺伝学講座後藤助教授

北海道大学大学院水産科学研究科

資源、生産生態学講座松石助手

・交流会の内容

(1)パネルディスカッション

①海釣りと沿岸の有効利用について

②河川、湖沼の釣りと利用について

(2 )海難防止について
釣りの一般的なマナーや安全に関するお話をします。

(3 )秋サケ釣りについて(情報提供・・・渡島海区漁業調整委員会)

秋サケの船釣りに係る海区委員会指示について情報提供を行い

1ます。
!・主催
， r渡島と捨山の釣り人交流会J実行委員会
:日本釣振興会北海道地区支部函館地区小型船交通安全協議会、函館サ
:フ、道南の川lを考える金、渡島地区海面利用協議会、檎山地区海面利用協議
;会、北海道渡島支庁、北海道槍山支庁 ; 

-日時平成14年3月17(日) 午後1時~
・場所大沼セミナーハウス 第 1研修室

f・パネリスト

遊漁者代表

有識者代表

@ 

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

圃
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

園
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

園
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

-
E
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8
 



祉書教育

だより

(重点目標)

回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

回出

町
の
歴
史
や

自
然

・
文
化
を
大
切
に

一か
一

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

困

熱
意
を
も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

第304号

昔
遊
び
の
れ
ろ
い
ろ

2
月
2
日
制
、
今
金
町
こ
ど
も

会
連
合
会
(
会
長

・
新
居
昭
夫
)

主
催
に
よ
り
昔
遊
び
の
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生

幻
名
が
参
加
し
、
午
後
か
ら
あ
っ

た
か
ら
ん
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
た

体
験
学
習
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
凶
名
の
協
力
の
も
と
竹
と
ん
ぼ

や
凧
を
製
作
し
ま
し
た
。

作
業
工
程
に
は
ナ
イ
フ
を
使
う

場
面
が
多
く
あ
り
、

竹
の
削
り
方

を
子
供
達
に
教
え
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
作
業
は
子
供
と
お
年
寄

り
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
交
差
す
る

な
か
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事

終
了
。
自
ら
作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
と

凧
を
持
っ
て
外
に
出
た
子
供
達
が

寒
さ
も
気
に
せ
ず
、
上
着
も
着
な

い
で
夢
中
で
遊
ん
で
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
お
手
玉
や
め

ん
こ
も
用
意
さ
れ
、
童
心
に
返
り

と
て
も
楽
し
そ
う
に
子
供
達
に
遊

び
方
を
教
え
て
い
た
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
体
験
学
習
の
よ
う
に
子

供
と
お
年
寄
り
が
交
流
し
、
お
年

寄
り
の
知
恵
を
子
供
達
に
伝
承
す

る
機
会
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
へ
の
宝
物
で
あ
る
子
供
達
に

は
様
々
な
経
験
の
な
か
か
ら
健
や

か
に
ま
た
、
創
造
力
豊
か
な
人
間

，
と
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

， 
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今
年
度
よ
り
第
4
次
今
金
町
総

合
計
画
、
第
2
次
今
金
町
社
会
教

育
中
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
に
伴
い
、
様
々
な
事
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
に

7
固
に
分
け
て
、
社

会
教
育
中
期
計
画
の

「推
進
上
の

現
状
評
価
」
及
び
計
画
の
基
本
と

な
る
「
五
カ
年
の
目
標
と
重
点
を

紹
介
し
、
前
号
で
は
、
社
会
教
育

分
野
よ
り
事
業
実
施
の
視
点
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
社
会
体
育
分
野
よ
り
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

『
健
康
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
学
習

機
会
の
充
実
と
情
報
提
供
・
相
談

体
制
e
つ
く
り
を
進
め
ま
す
』

私
達
が
生
涯
を
通
し
生
き
生
き

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
健

康
で
あ
る
こ
と
が
、

一
番
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。
最
近
は
健
康
の
保

持
増
進
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
が
医
学

的
に
も
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
を
支
援

す
る
た
め
各
年
代
層
に
あ
わ
せ
た

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
情
報
提
供
・
相
談
体
制
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

O
関
係
部
局
と
連
携
し
、
各
年
代

層
に
合
わ
せ
た
健
康

・
体
力
づ
く

り
の
情
報
提
供

・
相
談
窓
口
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

O
全
町
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
始
ま
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

日
常
化
を
進
め
ま
す
。

O
各
年
齢
に
応
じ
た
体
力
の
自
己

診
断
や
体
力
測
定
を
定
期
的
に
実

施
し
、
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
の

必
要
性
を
普
及
し
ま
す
。

。
町
民

一
人
ひ
と
り
か
ら
始
ま
る

『
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
』
を
普
及
し
ま

す。『
健
康
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

ど
も
達
を
支
援
し
ま
す
』

ス
ポ
ー
ツ
が
も
っ
特
性
を
活
か

し
て
心
身
と
も
に
健
や
か
で
た
く

ま
し
い
子
供
達
の
成
長
を
促
す
た

め
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連

携
を
図
り
町
ぐ
る
み
で
健
全
育
成

の
観
点
を
も
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

O
乳
幼
児
期
か
ら
遊
び
の
中
で
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た
め
に
関
係
機

関
等
と
連
携
し
活
動
の
支
援
を
し

ま
す
。
O
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

学
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
町
く
る

み
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
推

|ビリカ遺跡への遠い道のり (11) 段目的今
突々いう人か
きがうな類ら

総よ造 とい今ば美すしぼ景 いな牛かし針アま眼彼た出 、画寒が 2
数つ跡こ恩て回れ利 。たろ 、さたど・らた葉カば前らどた大期冷体万
はてかれい 、は た河こ。げ大てこが原i度。樹エらにがり現陸的気験年
お得らまま考こののの残な ・ 、と群牛つ草がゾに草 眺つ在のな候し 1
よら発ですえので丘舞るが 小主でれ ・て原生マグ原めきの東道のた l
それ掘 に 。てこし陵台はら道人しをへきにえツイがたま北端具中こ方
18た調ピ みとよ地に舞揃具公よなラたはてなマ広風し海にを、と 8
万石査リ たにうがな台いは、うしジ 、北いどツが景た道半携細の千
点器にカ いつか選ぜでまお背。てカ野方まの・りは。に島え石な年

進
し
ま
す
。

O
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を

伝
え
子
供
た
ち
の
基
礎
体
力
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

O
学
校
教
育
や
部
活
動
へ
の
支
援

体
制
に
努
め
ま
す
。

O
ス
ポ
ー
ツ
少
年
活
動
へ
の
支
援

を
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
保
護

者
の
協
力
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す。O
子
供
の
心
に
残
る
よ
う
な
体
験

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て

の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
進
め
ま
す
。

『
地
織
に
根
づ
い
た
団
体
活
動
の

支
援
体
制
e
つ
く
り
を
進
め
ま
す
』

本
町
に
お
け
る
体
育
振
興
の
中

で
も
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活

動
が
ウ
エ
イ
ト
を
し
め
て
お
り
、

今
後
は
自
主
的
な
活
動
の
支
援
が

よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
よ
う
指
導

者
の
養
成
な
ど
、
団
体
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

13 : 1 5~ 1 5 : 20 
人福祉センター

市民訂「金支tt.訴信量&n~-1t-(J ノ T
ン講座」光の里学園

石井杯バレーボール大会
9 : OO~総合体育館

17白1有市6向町)け一1-1毛雇f品心言丙シ
権大会
9 : OO~総合体育館

冬のへルシ ウォーキング
の集い
10 : OO~美利河遺跡の森
コ ス
空手道今金支部大会
9 : OO~総合体育館

1白石)-r今益予百シラヲ下ポ-)[，
大会
9 : 00 

に
お
よ
び
ま
す
。
発
掘
面
積
l
d

あ
た
り
に
つ
き
幻
点
の
石
器
が
出

土
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
つ

の
遺
跡
か
ら
こ
れ
だ
け
の
量
の
石

器
を
出
土
す
る
旧
石
器
時
代
の
遺

跡
は
道
内
で
も
数
え
る
程
し
か
な

く
、
白
滝
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で
す
。

白
滝
遺
跡
は
黒
曜
石
と
い
う
石
器

の
材
料
に
な
る
石
が
豊
富
に
あ
り
、

原
石
が
手
に
入
れ
や
す
か
っ
た
た

め
大
規
模
な
遺
跡
が
残
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
に
対
し
て
ピ
リ
カ
遺
跡
で

は
9
割
方
の
石
器
が
頁
岩
と
い
う

石
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
黒
曜

石
は
全
体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
頁
岩
は
深
い
海
の
底

に
堆
積
し
た
泥
が
圧
力
に
よ
り
固

ま
っ
た
岩
石
で
す
。
ピ
リ
カ
遺
跡

<t • 
O
各
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に

支
援
を
す
る
と
と
も
に
後
継
者
の

養
成
や
、
新
た
な
指
導
者
と
な
り

う
る
人
材
の
発
掘

・
養
成
に
努
め

ま
す
。
O
各
団
体
が
自
主
的
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
情
報
。

O
提
供
や
情
報
収
集
の
体
制
強
化

に
努
め
ま
す
。

O
地
域
ま
た
は
企
業
、
団
体
等
に

お
い
て
、

一
層
活
発
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

指
導
者
自
ら
が
役
割
を
自
覚
し
資

質
を
高
め
る
よ
う
な
意
識
改
革
を

進
め
ま
す
。

『
社
会
体
育
施
設
の
充
実
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
し
ま
す
』

現
有
施
設
の
有
効
利
用
や
今
後

望
ま
れ
る
社
会
体
育
施
設
の
整
備

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
的

な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

今金町老

を
の
こ
し
た
人
々
は
拳
大
か
ら
人

頭
大
の
頁
岩
を
河
原
や
断
崖
か
ら

原
石
を
採
取
し
、
遺
跡

へ
持
ち
込

み
、
石
器
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

何
千
年
と
い
う
長
い
間、

繰
り
返

し
遺
跡
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
結
果
お
び
た
だ
し
い
長
の
石
器

が
残
さ
れ
た
の
で
す
。
哀
を
返
せ

ば
、
そ
れ
だ
け
原
石
が
採
取
し
や

す
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

白
滝
遺
跡
が
黒
曜
石
を
用
い
る

東
の
横
綱
な
ら
、
ピ
リ
カ
遺
跡
は

頁
岩
を
用
い
た
西
の
横
綱
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

石
が
生
活
の
基
盤
を
支
え
て
い

た
こ
の
時
代
に
は
、
そ
の
調
達
場

所
の
近
く
が
イ
コ
ー
ル
生
活
の
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
日
回
に

わ
た
り
、
連
載
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回

で
最
終
回
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご

愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
今
後
は
不
定
期
で

す
が
、
現
在
進
め
て

い
る
史
跡
ピ
リ
カ
遺

跡
の
保
存
整
備
計
画

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

石器石材となる頁岩の採取先

¥ (貴印がピリカ遺跡)

(
お
わ
り
)

テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
機
会
の
提

供
に
努
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
す
る
指
導
者
、
地
域
の
理
解

向
上
に
努
め
ま
す
。

O
本
町
で
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
な
り
う
る
総
合
運
動
施
設
整

備
に
向
け
た
取
組
み
に
努
め
ま
す
。

O
町
民
ニ

l
ズ
に
合
わ
せ
た
情
報

提
供
や
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

O
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、
個
人

団
体
を
含
め
、
連
絡
組
織
な
ど
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

O
学
校

・
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
促
進
に
努
め

ま
す
。社
会
体
育
分
野
で
は
以
上
の
視

点
を
も
っ
て
平
成
口
年
度
ま
で
の

事
業
を
計
画
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
社
会
体
育

分
野
で
は

『ウ
ォ

l
キ
ン
グ
』
を

メ
イ
ン
と
し
て
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

(
次
号
に
つ
づ
く
)

@ 
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健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課他版づくり係・国保係)康健のんみ

れ
関

総
合
福
祇
施
設

「と
し
ベ

つ」

に

介
護
用

品
等

の
展

示

コ

1

一
ナ

ー

が

あ
る
の
を
ご
存
知

で

一
す

か

?

「介

護

用

品

つ
て

な

ん

だ

か

特

別

な

感

じ
」

と

思

っ
て
い

ま
せ
ん
か
?

実
は
、
支
媛
セ
ン
タ
ー
展
示

コ
ナ
ー
に
は
、
障
害
が
な
く
て

も
、
ち
ょ
っ
と
お
年
を
召
さ
れ
た

方
々
が
身
近
に
必
要
と
さ
れ
る
も

の
や
、
利
用
す
る
と
便
利
な
も
の

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す

失
禁
用
の
パ

ッ
ト
っ
て
ど
ん
な

種
類
が
あ
る
の
か
な
っ
ど
こ
で
購

入
で
き
る
の
か
な
?
悩
ん
で
い
る

方
は
ぜ
ひ
来
て
み
て
下
さ
い

!

パ
ッ
ト
や
下
着
の
見
本
が
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
に
合
わ
せ

て
ゆ

っ
く
り
ご
相
談
・
ご
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ご
希
望

の
品
物
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
失
禁
用
パ

ッ
ト
」

「
失
禁
用
パ
ン
ツ
」

カ
ラ
フ
ル
で

オ
シ
ャ
レ
な
杖

(こ

の
冬
も
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
)
ま
だ
、
付

け
て
い
な
い
方
取
り
替
え
よ
う

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
下
さ
い
1

108 
リ
ハ
ビ
リ
用
シ
ュ
ー
ズ

(脱
ぎ
履
き
し
や
す
く
て

軽
い
靴
で
す
)

今
年
か
ら
、
冬
用
の
靴
も
展
示

し
て
い
ま
す
!
(
新
発
売
)
リ
ハ

ビ
リ
シ

ュ
ー
ズ
は
片
足
だ
け
や
左

右
の
サ
イ
ズ
違
い
で
も
購
入
で
き

ま
す
。
よ
く
、
バ
レ

l
シ
ュ
ー
ズ

を
履
か
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す

が
、
意
外
と
ゴ
ム
が
引

っ
か
か
り

履
き
づ
ら
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「脱
ぎ
履
き
し
や
す
く
て
軽
い
靴

が
欲
し
い
な
」
と
思
わ
れ
た
ら
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
1

杖
も
現
在
で
は
軽
量
に
な
り
、

オ
シ
ヤ
レ
な
色
や
柄
が
入

っ
た
も

の
が
楢
唱
え
て
い
ま
す
。
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
も
何
点
か
商
品
を
笛
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
下
さ
い
。
自
由
に
高

さ
を
調
節
で
き
る
も
の
や
折
り
た

た
め
る
タ
イ
プ
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
積
雪
や
凍
っ

た
路
面
に
備
え
、
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク

の
販
売
・
取
付
も
し
て
い
ま
す
。

0血圧とは
心臓は膨らんだり紛んだりを繰

り返して、全身に血液を送り出し

ます。この時血圧の流れが、血管に

与える圧力を血圧といい、心臓が

縮み血管にかかる圧力が最も強い

時を「最高血圧」、心臓が膨らみ血

管にかかる圧力が最も弱い時を

「最低血圧Jといいます。

0血圧を自分で計ろう
血圧は身体の調子、計る場所・時

間・人など音|る時の条件で変わり

ます。そのためできる限り毎日同

じ状態で計り、自分のおおよその

血圧を知っておくことが大事で

， 
過ぎない、これらは高血圧予

防に限らず、生活習慣全体に

も関わります。自らできそう

なことを一つずつ行ってみま

しょう。

0身体を動かそう
高血圧を招く原因の一つに

属議蹴
【美利河地区】
.対象じ〉美利河地区住民
.日時C>3月13日(榊
14:00-16:00 

.場所c>美利河生活館

【種川地区13対象b種川地区住民
日時C>3月20日同
13:30-15:30 

@場所c>種川温泉集会室 • • 

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア

(
浴
用
イ
ス
)

ご
家
庭
で
使
っ
て
い
る
イ
ス
は

低
い
も
の
が
多
く
、
膝
が
悪
く

な
っ
た
り
、
足
の
力
が
弱
く
な
る

と
、
立
ち
上
が
り
が
と
て
も
大
変

で
す
。
立
ち
上
が
り
の
際
に
よ
ろ

め
い
て
転
倒
し
た
り
す
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
高
さ

を
調
整
で
き
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
イ

ス
が
便
利
で
す
。
お
年
寄
り
だ
け

で
な
く
、
元
気
な
ご
家
族
が
使
用

し
て
も
き

っ
と
楽
で
便
利
で
す
。

(
介
護
保
険
下
の
福
祉
用
具
購
入

の
対
象
で
す
の
で
、
介
態
度
が
つ

い
て
い

る
方
は

一
割
負
担
で
購
入

で
き
ま
す
)

そ
の
他
、
ト
イ
レ
で
の
排
尿
が

難
し
い
方
に
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
」
、
お
年
寄
り
の
安
全
で
安
楽
な

散
歩
や
買
い
物
に

「シ
ル
バ
ー

カ
l
」
、
杖
で
は
歩
行
が
不
安
定
な

方
に

「歩
行
総
」
な
ど
も
用
意
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
車
椅
子
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

c • • 

運動不足があります。また運

動をすると血圧は下がると言

われています。しかし運動が

苦手な人もいれば、始めても長続

きしないなど習慣にするには大変

です。高血圧の予防に良い運動は、

大きな筋肉を動かす運動で水泳や

歩くことです。そして運動の強さ

は「会話をしながら長い間続けら

れる」くらいで、軽く息切れがする

か、少し汗ばむ程度です。この運動

は一日40-50分、週 3回以上で効

果があります。生活の中で努めて

歩くだけでも運動になります。こ

れなら無理なく休みなく続けられ

るのではないでしょうかつ

高血圧の予防は特別なことでは

なく、普段の生活を見直したり、少

しの心がけから始まります。「健

康な生活はまず我が家から」です。

高
血
匡
予
防
隊
ま
す
裁
が
疲
お
皇
官

す。

最近では自宅で簡単・正確に計

れる血圧計があり、自ら血圧を管

理できます。注意点は①毎日同じ

状態で計る②落ち着いている時に

計る③血圧計は心臓と同じ高さに

置く④腕に巻くマンシェ ットはき

っすぎずゆるすぎず⑤結果を時折

専門家に見てもらうことがあげら

れます。

腕に巻きつける
この部分が
マンシェット

【あったからんど1
.対象じ〉全住民
.日時C>3月12日・羽田(刈
13:30-15:30 

.場所c>あったからんど

-内容(各地区共通)
b健康相談・I血圧測定・
尿検査

家雇習区恵面衰療

【眼科I
@対象c>全住民
.月日C>3月27日附
@時間じ>14:00-15:00

O食生活を見直してみよう
高血圧を予防するためには、食

生活も見直してみましょう。①一

日の塩分は8-IOgに抑える②野
菜は毎食、果物は毎日とるように

する③お酒を飲みすぎない④食べ

Iリウマチ科1
.対象c>八雲総合病院リウマ
チ科に通院されている方
.月日C>3月18日1m
.時間じ>10:00-

【各診療科共通1
.場所じ〉総合福祉施設内
保健センター

.内容じ〉八雲総合病院医師
診察(有料)

診察を受けるにはつ
(保健福祉課健康づくり係)

寝
間
着
、
下
着
、
シ

l
ッ
、
食

事
用
の
お
皿
、
フ
ォ
ー
ク
・
ス
プ
ー

ン
な
ど
な
ど
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。今
後
も
町
民
の
皆
様
に
お
気
軽

に
利
用
し
て
も
ら
え
る

「展
示

コ
ー
ナ
ー
」
と
な
る
よ
う
が
ん
ば

一

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

↑

た
し
ま
す
1

てラ
轡

在宅介護支握センタ-

'B" 2 -2780 

溜
σ¥ 
4 

3月
す l日lC>(受付)

顎廟警1-2月生まれの子
.月日C>3月18日1ft)
.時間C>(受付)14:30-14:45 

2 
【各相談健診共通1
・場所C>総合福祉施設内
保健センター

・持ち物
C>母子手帳・タオルなど

案内いたします0
.月日じ>3月25日1m・27日付4
.時間C>14:30-15:00
.場所C>今金町国保病院

.持ち物C>母子健康手帳・予診察
を持参ください.予診票は病院に
備え付けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 官2-2780 

。予約申込が必要となります。
。治療費等は病院と同様とな
りますので健康保険証等が必
要となります。
。70歳以上の方は老人医療受
給者証も必要となりますので
お忘れなく。'B'2 -2780 

院夜寝:E':)J~~様査
.対象じ〉全住民
・月日C>3月5日・19日w
綜毎時間C>9:00-15:00 
所C>八雲保健所
('B'01376 -3-2168) 

.検査料金仁>B型肝炎 590円
C型肝炎上790円
B + C 2，150円

CID 7 



FIP'" : • あすか ・
野飛鳥ちゃん:
(平成11年7月14日生まれ)・

本町田野誠さん、幸恵さんの長女 ・

【親から】 : 

歌と締りが大好きな飛鳥"。ゴスベラー・

ズ・宇多国ヒ力ル・・.e t c 。特に今は 「ミ・

二モニJがマイブーム。おしりを賑つたり、:

ステップ(刊)ふんだり曲がかかると大忙.

し。いつか、モー娘になれるようにがんば・

れ~11 :
• • • • • • • • • • • • • • • • • . 

おが・.7イ
4日

運転免許証

更新時講習のご案内

-優良講習(30分講習)
， 3月7日、 22日(午後1時)
北槍山町農村環境改善センター

， 3月14日(午後l時)

今金町民センター

・一般講習(2時間)
， 3月7日(午後2時)
北槍山町農村環境改善センター

今金町の交通事故発生状況

1月末計
2件 m 品

。名俗語E宅三己
2名

1月発生
発生件数 2件
死者数 O名
傷者数 2名

※ss運動(スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼ口日数 484日

( 

内線234まで

休日当番医
3月3日道南ロイヤル病院(北楢山) fi'4-5011 
10日岩間医院(今金)fi' 2 -0057 
17日 北楢山町国保病院(北橋山) fi'4 -5321 
21日今金町国保病院(今金) fi'2-0221 
2LI日 道南ロイヤル病院(北槍山) fi'4-5011 
31日楢崎医院(瀬棚)fi'7-3021 
(4月分については予定です)

4月7日今金町国保病院(今金)

1'1日 道南ロイヤル病院(北柏山)
fi'2-0221 
fi'4-5011 

回ロロロ

前月対比

(ム5)
( 1 ) 

(ム6)
(ム2) 

住民の動き
1月末現在

6， 986人

3， 366人

3， 620人

2， 727世帯

回1ロ臣ロ

人口

男

女

世帯数

言罰滞
綿布

ι
円
~
尉
脳
非
砂
田
『

参
謀
拙
市
趨
中
庁
内
川
戸
病

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了

承ください。 日£
午前10時から正午まで _r:-::ーにつ1_ 

午後l時から 3時まで ~:::屈託ザ

聖児)末広町

馨一郎)高美田]

富男)南豊受

-つ

者

者

者

と

諮

護

設

で

幌

幌

幌

め

日

日

日

郡
山
品

幻

引

-つ

月

月

月

ぷ

1

1

1

ド
」

ん

ん

ん

戸

ち

ち

ち

り

γ里
位
里
さ
紗

制
一一心
み
美
み実

ト
聞
いV

浅

下

痢
総

(mw
¥
湯

谷

夕

9
曲

F

仁ノ

清拭用綿製品のご提供に感謝

200 1年 7月号の広報 「いまかね」で、患者 、

、に使用する清拭用綿製品の提供をお願いした 、

、ところ、 3つの団体と多くの方々からご提供し h

、ていただきました。

、 皆さまの善意に深く感謝いたします。 、

、[提供団体名 h明Lパ
0今金町商工会女性部 内~-:.r l

一 、
、 O今金老人クラブ 百十 V
O今金町日赤奉仕団 は"....，J

《今金町国保病院》 ム弘 、

53歳(八束中央)

87歳(豊寿閤)

90歳(豊 寿園)

75歳(南町)

86歳(八幡町)

76歳(種川駅前)

86歳(大和町)

74歳(美利河三股)

お 4やみ毛 5しあけ、ます

淑子さん

六七ーさん

キ ヨさん

君江さん

貞子さん

1~j五郎さん

ハルエ九
ツ ヱさん

ぜ幸

ん

あ

せ

』も

ま

円』

り

司

拘

ー
一
月

し

今

織
戸

l月21日

1月28日

l月31日

2月2日

2月7日

2月9日

2月10日

2月13日

井

藤

井

田

西

股

村

藤

向

伊

向

高

大

猪

吉

佐

制
吉
田

1
2
3

持
、
樹
脳
連
謹
製
ゆ
ゆ
旦
判
。
ゆ
ム
∞
-

凶

2
2∞
ME--
↓

妻
EJ2
∞
同
問
主
同

2月14日受付分まで
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